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第 1報 :X線解剖学的検討
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J.緒言

選択的初動脈造影によって認められる崎険制illの小

1命脈(以下略}~i辺動脈と 11)<ぶ} については，今までに

もその出現の臨床的Ja:殺について倹討がなされてい

る。しかしながら，将周辺illlJJ派C1)X総自i1f.f71J学的観点;か

らの説明はまだ充分なされてしるとはL、l.ih.。次々

は敏{，::米防r，，1辺動脈について.その x*定解剖l学的哲~.fYl

ならびにその臨床的怠義について~!討を行なってきた

が， "'Tri " はまず抑 1*と L て X線角J附IJ:学的事項じっ~ • 
C報告する。

1.対象ならびに方法

対象は19ω"1・'.11 ・ら 197Ur'.の11.\]1二巡択がJ符!fVJJ脈五~j;~~b~

flわれた 126例でるるが，そのうち1，I，jOUIぬ・1i'(~ìJI.i ~.17例

iちり， したがって 173似の符l臓が対象となったφ たhご

し 情動脈が服部大動脈より複数分岐している泌仰j

で，全分校の造影がなされず，かつ造影された細川に

i，j!討の対集となるi血管が認められないものはそのたび

.ニl除外したので，各íW)JY~についての対象数iニは若干の
ちがl.があるか

選択的側}派出比七ルジンプ')'-およびェト~..:ンの

方法によって行なった。使用したカテーテルI.tKIFA 

。赤ないし絞である。カテーテル{ま先端より約 klll

Nυ2， 1¥17:' 

のf況にJ二I"j念の縦穴 (side-hoJe) をあけ，下liìfJI符!fjIJJV~

などの上IfiJきに分岐する小!fO)J派の造影が行なえるよう

に工夫した。造影J'iIJの紘入i主主「・で行ない，注入f誌は証8
1常7-IOm1である。

IW 腎周辺動脈の解剖学

j選択的時![fJ)脈造影じよって造影される可能性のある

野間辺動脈は~I にまとめた日係JIiの小動脈である。

しかしながら，þ(.j岳!f~j)U~を創!.IL してとりあっかう 4 と
IS.臨成(1'')1ニあまり必:味がないと考-えられるので，被膜

!j))J脈の lつとしてとりあっかう 4とにした。

表 1 'i'!f }.'~ ill 動脈

1. .ド徽隔膜!f~)IV~ (infeJ・iol'phrenic artt'ry) 

2. . ド削腎1'~)脈(inferior adrenal elrtcry) 
;{.被 JI終!fqJ IV~ (capメuJarart削 γ)

-1. 1穿通勤 19~ (per(ol'at川 g<ll'tery)* 

5. 7"1孟Jポ管動脈(J削 viω-uretel'icartery) 
6.生野iI際動脈 (gonadalartery) 

* ，.j>:X・参!照

なお，I必周辺!I1I)I'~の"'1二I.t.，般品;大![fJJIP長からi副長分
岐するものがあるが，二れについては今I!!IU.省略L

た。

I~周辺助ID~が分岐する Jì'}![fJJ}派の分岐につl .ては茨2
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表 3 下副腎動脈の分岐音r.と出現8
=二三よ~ 左右別

分岐部 ----
=*幹|お

腎尖校 I 10 

腹側校 I 3 

下種枝 I 1 

1f 側校 I 1 

合 計 1 50 

左(82)

n

2

0

1

0

 

右(76)

のごとく護恕した。 1湾動脈は通常般都大動脈から l本

の本車料1分岐し，これが腎門銀で腹側技と背側校の2

*にわかれ， ζれがさらに各荷数本の区波動脈にわか

れる。しかし定例によっては腎門告sで上援に向うもの

〈上経校)と下極へl匂うもの〈下極校〉に分れるもの

もある。また，腎尖部に向う校が腎門官官で分岐するも

の〈腎尖枝〉もある。さらに，これらの枝のー部ない

し全部が腹部大動脈より独立して分岐するものもあ

る。

75 25 

47% 

下京1I稼動脈.t，事号WJJI派本幹より出るものが57と最も

多く.ついで腎尖校より出るものが12例と多かった。

しかしながら少数ではあるが1111側絞 (3伊[)，背側校

(1例)，下緩;校 (2例〉から出るものもあった。代表

的な症例を図2に示した。

30% 66% 荷Z出現
1袴!lVJ1派の分校

1.腎!U)J)派木幹

2. Illl s¥II 校

3.背側絞

4.腎尖枝

5.上極校

6.下級絞

表 2

このように樗動脈の分紋形式そのものも非常に複雑

であるが， 1湾周辺義'JI.尿の検討に便利なように表2のご

とく努動脈の分妓を経理した。

①下右前隔膜!!IJIm(inferior phrenic artery) 

企帥や・1例〈右側に1例，左側に3例〉に認めたの

みである。布側に認めた l 例は腎!W)~本幹より分岐

し左側の3例』弘、ずれも下副腎UYJI派より分岐してい

た。その 1f:列を図1に示した。

①生F削除早川 (gonada1 al'tt:ry) 

会例中 5例〈右側に3例， LE-ß1JI~こ 2 例)認めたのみ

である。いずれも男子であった。右側に認められたも

のは， I湾励l派本幹より出るものがl例， I湾尖;校より出

るものがl例，背{l¥I)i肢より出るものがI仔uであった。

友側に秘められたものは， JI災側校より lliるものがI

風下極校より出るものが1似jであった。

③下鼠11'1号ll!IJ脈(inCerior adrenal al'terY) 

下副腎il!J脈の検討の対象となりえたものは右腎繊

76，左事事餓俗である。 3草創は表3に示した。全体での

出現~は 158 例中75例 ω7虫のであるが，左右別にみ

ると左腎臓では82例中25例 (30~めに認めたが，右軍事

臓では76例中50例 (66%)に認めた。

選択的腎動脈造影を筒側に施行してある38例でみる

と，両側にf2めたものll(列，左のみに認めたもの5

例，右のみにfaめたもの14例で，右の出現率66%に対

してti.の出現$42%とほX問機の傾向が認められた。

果Pf.鎗

隔

黒い矢印が，下副腎動脈を介して逃影された下横

隔膜下動脈。白い矢印で示した aneurysm様の

ものは，逆行性に造影された腹腔動脈の綾部。

Vol. 23 
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腎周辺動脈について

相

b . は腹~Ij校より分岐するもの，

穏の脈

a.は符i動脈本幹より分岐するもの，

C.は下級校より分岐するもの。

j阪1努富。下図 2

要量 4 彼E英!動脈の分岐部位と出現8

.豆長ヨ豆~--~~Z一五五一五↑
下副腎動脈

区域動脈(]字通校〉

腎孟 ・尿管動脈

本 幹

1湾尖枝

股 似i 校

背側校

生高直線動脈
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64 29 言十メh

'" 

@被膜動脈 (capsularartery) 

検討の対象となりえたものは右腎臓72，左腎臓82で
ある。表4 にその誇細を示した。右腎臓でのtu~見総は

72例区ド29例(40%).左腎臓は82例中35例 (42%)で{ま

笠同率であった。

被膜動脈は腎動脈のほとんどの分綾より分岐する可

能性があることを示している。そのうち40%強が下副

将動脈，腎jf.尿管動脈，生男E腺!ll)J/'派といった湾周辺動
脈から分岐し， ω%ti~が腎m)J脈本幹，腎尖枝，版仮Ij

総背側校，区題提動脈といった腎実質へゆく枝より分

岐している。

被膜動脈の出現の程度を，まったく認めないもの

No. 2. 1975 
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度程現出の脈動管尿孟腎図 4

c. t主脅illlJJ派本幹よ り分岐している。b.は背側絞，a . は下~U腎動脈，
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(grade 0). かすかに認められるもの (grade1)，弘

張がありはっきりと認められるもの (gradeわ，鉱

張IJ~著切で病的血管の婚生が認められるもの (grade

3)の4段階にわけたe 図 3t二例示の如くである。そ

の頻度をみた結集を妥5μ示した。正常例での grade

l以上のものの出現率が26%であるのに対して異常例

での出現~1J~51%と向く，また grade 3が異常例にの

み認められるのはその定銭から当然であるが. grade 

2でも呉常かlでの日1現が正常例にくらべてはるかに多

L、。

言受 5 制限動脈の出現程度

て二7十事限帝銀「一;扇石7「腎異常例
昼2旦111弘一一ー一二三=

grade 0 

grade I 

grade 2 

grade 3 
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①腎孟尿管動脈 (pelvi∞-uretericarlery) 

対象となりえたものは布腎臓フ8.左腎臓82である。

詳細は袋6に示した。 4玉腎臓での11¥現事は78例中42例

(s.l%) ， tr.型車蛾では82例中50例 (61~めで￡右差はあ

まりなく，全体での出現lf~はω%!;~;であった。

表 6 湾孟尿管!!}J)V長の分岐ial位と出現再三

~ー~句、友溺寸ぉ(75L(お-ziJ-
2魁 I --__  ιL一一一一一一一一
17 側絞 I 22 25 47 

*幹 I 9 18 27 

|孟域!f~J 脈 1 ・1 3 7 

11控 側 校 I 4 2 6 
下問 i時動脈 12 1 3 

3舟尖校 I 1 0 

下級枚 I 0 ] 1 

合 ~I' I .12 50 92 

分岐形式11被膜!t!JJ)'~とはことなり，背側校と軍事!lVJ派

*!斡から出るものがI:f.倒的に多数 (80~めをしめた

が.その他少数ながら区被動脈(7eめ.JUt側絞 (6

(91)，下副腎政l町長 (3例).腎尖校(1 (対1).下緩校 (1

{伺)から出るものもあった。

被膜動脈と向織の定.mで出現の程度を分.1iiしたもの

が図.1，その叛度をみたものが炎7である。異常例に

grade 1以上のものの出現事が高<gradeの高いも

のが多いよとは滋膜励脈と同様であるが.正常例での

grade )以よのものの出現務IH3%と樹v英動脈にi七ベ

70 

てi奇かった。

務孟保守聖母}J脈の出現程度

ァ=主主患の有無| 野正常例 腎異常例

llradinll --ーーi
grade 0 i 36 32 

grade 1 ! 

表 7

23 31 

30 grade 2 

grade 3 4 

V.考察

成~2)3) によれば， lj与)M辺!日IJI脈は払;のような分岐形

式をとるとされている。①下側|婦|淡illIJI耐よ多くの場合

JlWifl大動脈あるいは11111路動脈より分岐するが，腎!ll}J)Ç~

本併なレし腎尖校より分岐するものが少数ながら存在

する。@生従i)路l動IU誌は大多数は)Iwm大!f9JI派より分岐す

るが，ごく少数は湾政11脈より分絞する。①下副腎!llI)脈

IlJUUlli大動脈から直後分絞するものと湾政11派本株から

分岐するものがある。@制.~f~))娠は腎動脈森幹から分

岐するものと下副腎!IlIJ)派から分岐するものがある。

①腎孟保管1政1I船主区絶U:JJJ.脈より分岐する。

しかし，今i旦!の検討で符/:'1辺動脈の分岐形式は総長

の成怒の記載，二比べてはるかじ多彩なものであること

が理解できた。特周辺!Wil.派4胡Hい1血管であり，そのた

めに傍{)lJI派2附およびその主抑械に比べて関心を持

たれる ζとが比較的少なかったことが. xj家解官~J学的

検討が充分なされなかった狸山とも考えられる。

下織陥l際JdJl脈は. )11lJ~主!l9JI派本幹の狭滑ないし際l諮flJ~

f?在する紛合，捌血行2tとして機能するという報告が

ある1)0 すなわち. Jlüt:il大助，V~吋1j守!ßIJ脈→下副腎，U)IU~

-下級隔!民事1)1派→/Ili脱!fg)lV~ (の米梢〉とL、う経路が形

成される，というむのである。 IIttll'~動脈本斡の狭窄な

いしI !:丹滋が疑われる症例には， tj守車1)/>>~造影が必!}l!とい

うことであろう。 凶 l の掠例は， IIW陀J~J~t良部の狭格

なL・しI!I.I滋は訓ゆlされてはL、ないが，その可能1'1:があ

るとj恕われるものである。

生盟些勤監が認められたE定例/)t金例男子であったこ

とは興味をひくが，症例数も少いのではたして意味が

あるかどうかについては今後の経験をまちたt・0

ヱ型宣盈Jr~は， 今までtニも省側に比べて左側の方が

認めがたいとされてきたが.今回の倹討でもおが66%

であるのに対して左が30%と低準であった。 Lかし

ζの仮il1今までの報告のに比べるとi白率である。下副

腎iJlIJ脈は副腎鋭，¥!!の動!派遣影検査で重要な血管であ

る。 ζの結果をみると布溺湾の検査は%の症例におい

f針。H医;tt Vol. 2:~ 



事t胤辺政IJ脈につレて

ておij替動J~:ìilì:影によって目的が遥せられるが，左割程E

て'..:.a;.腎iWiJ脈造影で%~~しか目的を迷せられないζ と

;ニなる。

分岐形式からみると75例中69例と大部分の症例で腎

似!i~R*併ないし腎尖校から分岐しているので，カテー

テ I~ ，二上向きの side-holeをあけることとともに，カ

テーテルをあまり深くそう入すると逃Z与されてこない

可能性があることがわかる。とくに左側では腎動脈本

新:JJ ・イゴ側に比べてt跡、ので，その傾向が~!l 、 .ニとがHfi

州~.1 Lる。このよう な理由から，制lijの倹査を目的と

lC，野必I)J派逃・影を施行する:場合にはエピネフ リンな

との l(lL~~:収縮剣を使った薬理血管造紗の併用が却まれ

JM~~f輔の血管を収縮させて抵抗を橋大させ，造彬

，1:Ji~l.下削努!lìI)J派へ逆流することを期待する為である。

準監坐肢は腎周辺動脈の中でその分岐形式が織も多

~..;なものであり ， また腎5経費へl匂う腎量IJJ派分校と湾周

辺動脈のいずれからも分岐するものであるよとがわか

占。 ζの小I血管が，腎臓に病的変化が生じた場合に

Ir(~な役制をはたすべき凹tentiality を持った卵管で

;うる 4ことを推測させる。

また，制限動J>>Rと次に;11べる野鼠尿管・励j派は，下級

!'ùi lJ健10)J9~，生槌l旅!l'U)JD~，下創l簿動脈とはよとなり，病

11'，)な悔臓ほどその出現率が尚くまた出現の湿度 (gra-

di:')も磁tt.とLう傾向が認められた。分岐形式の多彩

てととも144のζ とは被膜動脈IJ~X線診断学的に滋3喜

I々fn管である ζ とを意味するものである〈その符創は

ほ2械で報告する予定である〉。

笠孟単笠監!監は，分岐形式で全体の8O%l)~1.湾政IJ脈'*

将なレし'IJf側絞から出るという点で制度!liIJJ派とは対照

H切である。 ζれは以管との解剖学的関係に起因するた

めと考えられる。

被膜!似I'U~とともにふの血管も病的な将l織におL 、て日 l

J見取が;:'~j <. またその程度 (grade)もii1ll・(l1(防ij/J;;ik!.

められた。たどし，ïF.常例での出現E鮮は被!瓜fv)JØ~に比

ぺて必い傾向が認められた。この点にそのな必付けを

する場合， 若干の問題は残ると思われるが，被膜1lJJJ振

とと もに，腎疾，也の動脈i釜彩上露要な血管であること

.二111う、オラり l);t~ 1， 、。

Vf.結語

巡択的1浮動脈進展5時に認められる腎!峨周辺の小動

脈，すなわち腎周辺動脈をX線解剖学的飢点から経理

した。その紡，W:， ζれらの小血管11"虎織に記殺されて

いるものより さらに多彩な分岐形式をとるものである
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ことが君主解できた。また，その中でも，被膜動脈と腎

孟尿管感IJ)派は.腎臓に病的な変化が生じた場合によく

出現し，その出現の程度 (grade) も強いことが切ら

かとなり， X線診断さ戸上丞~な血管であることを強制

した。

〈本織の~旨は~31四日本医学放射線学会総会
民おいて発表した。)

小林敏fJfl教佼の御指導，御校関に感謝します。
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